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            資料 ７ 

 
令和5年度 事業計画 

 令和5年4月1日から令和6年3月31日まで 
特定非営利活動法人 まつもと子ども留学基金 

１  事業実施の方針 

・受け入れのための準備（留学相談、寮運営の指針作り、スタッフ体制）を進め、留学生を募集 

する。 

・寮施設の維持、整備。（被災者のための安心安全な居場所作り。里山保全。） 

・保養のための「リトリートプログラム」と「自然療法講座」の企画・実施。 

・事業対象者への広報の拡充。 

・被災地の事業対象者への意向調査を行い、保養、新規入寮者募集に関わる事業を実施する。 

・自治体その他関係機関との交渉・調整を実施し、運営基盤の維持強化を目指す。 

 

２  事業の実施に関する事項 

 (1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

予算額（千円） 

留学事業 被災地の子どもの受け入れの

ための募集・相談活動 

(A) 随時 

(B) 松本市、東日

本大震災の被

災地 

(C) 4 人 

(D) 東日本大

震災によ

る被災者 

(E) 2～4人 

5,684     

体験活動事業 ・ 保養プログラム「まつもと

de リトリート」を企画・実

施する。 

・ 自然療法講座の企画・実

施。 

(A) 随時 

(B) 松本市 

(C) 10 人 

(D) 本活動に

関心のあ

る市民及

び子ども 

(E) 50 人 

863    

里山地域の 

保全に関する

事業 

・寮敷地を利用して、自然農

法による畑作り。 

・周辺環境整備 

(A)随時 

(B)松本市 

(C)10 人 

(D)事業参加

者及び地

域住民 

(E)10 人 

70          

調査研究、 

講師派遣事業 

・本取り組みについて講演活

動等を行い広報に努める。 

・本事業の取り組み方につい

て調査研究を行う。 

(A) 適時 

(B) 松本市その他 

(C) 4 人 

(D) 不特定多

数 

(E) 100 人 

10      

その他この法

人の目的を

達成するた

めに必要な

事業 

・事業対象者への広報 （A）適時 

（B）松本市その他 

（C）4 人 

（D）本活動に

関心のあ

る市民及

び子ども 

（E）300 人 

100 

 (2) その他の事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施予定日時 

(B)当該事業の実施予定場所 

(C)従事者の予定人数 

事業費の 

予算額 



 

 

物品販売事業 当年度は予定なし   

 


